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図１．プロトタイプ機体の構造案     図２．機体のモックアップの製作 
 
この構造案を元にして，平成 21 年度にはプロトタイプ機体を製作する計画である．また，今
後多様な予備的飛行試験に対応できるよう飛行可能領域（エンベロープ）を徐々に広げるのに併
せて，剛性の高い CFRP 構造に移行しつつ，空力弾性技術を適用する．飛行制御系についても当
初は無線操縦とし，徐々に自律飛行に移行しつつ自律飛行技術の予備実証を実施する計画である． 
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